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　Abstract: The Late Quaternary System along the Shimanto River is surveyed, and especially
the development of its forming history is clarified. The middle and higher terrace sediments
are developed between the middle stream area of Kubokawa and Ekawasaki, while the
down-stream area from Ekawasaki to the rivｅｘ-mouth of the Shimanto, lacks those sediments
except ａ few occurrence of the lower terrace deposits. This means　that the paleo-Shimanto
river was once flowing from west to east, i.e. the river flew vice versa. This phenomenon
caused by the uplift of the　Okitsu Dome which effected since the formation of the higher
terrace deposits.　　　　　　　　　　　　　　∧　　　　　　　　十．　　　　　　　　　　　　　　　　∧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　四万十川は別名渡川とも呼称され，四国の南西部に位置している｡その流域面積は2,270km'にも
及び，西南部の約3/4も占めている。また，その流路の延長距離は196kmの一級河川である。そして，
この川は｢日本最後の清流｣とも言われ七いるが，これは水力発電以外には工業的にはほとんど利用
ざれていないことや，人家の少ないことなどによるものであろう。　　　　　　　　　　　　　　＼
　四万十川は地形や行政区分などから，上流域・中流域・下流域に大きく３分される。上流域は各
支流から窪川町付近までであり，中流域は窪川町付近から西土佐村江川崎付近まで，さらに下流域
は江川崎付近から中村市の河口までである(Fig. 1)。
　この川を大観すると，上流域の仁井田川・松葉川，および，梼原川はほぼ南流しているが，中流
域では西方に流れている。下流域の江川崎付近では，愛媛県からほぼ南西に広見川が流入する。こ
こから四万十川は再びほぼ南方に転流し，さらにやや南南東に流下して中村市に至る。この付近で
は，西流する中筋川を合流させ，最終的には中村市の青海付近で土佐湾に注いでいる。
　ところで√四国のほとんど大部分の河川は海に向かづて最短距離で，それらの河道が流れている。
しかし，四万十川は前述のように，例外の著しいものである。地質学的・地形学的に第１級の地質
構造は，ほぼ東西性であることから考えて，現在見万られるこのような四万十川の流路の形状はごき
わめて異常と考えざるを得ない。すなわち，地質学的に造構造的な変化があったものと考えざるを
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　四万十川水系は四国西南部において，広大な集水面積を占めている。また，この川は長流路を有
しているので，地形的にも行政上からも，前述のように，上流域・中流域・下流域の３つに分けて
述べるのが妥当である。以下には，これら３流域に分けて説明する。
　国道56号線に沿って中土佐町の久礼坂を登り，七子峠を越えれば，四万十川の１つの支流の仁井
田川がみられ，これは国道56号線に沿い窪川町まで下る。また，上流域のもう１つの支流は松葉川
であり，この水源は四国山地の不入山系(標高1,336 m)に発している。松葉川は中流域の窪川付近
まで南流している。　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　＼
　中流域の窪川町から，四万十川はその流向を西方に変えて流下するが，田野々付近で，この本流
に次ぐ大支流である梼原川が合流する。この支流は四国カルストの南斜面に水源を持つものである。
　そして，さらに本流は山地を穿入蛇行しながら西進し，中流域の終わりの江川崎付近では，愛媛
県北宇和郡を流下してくる広見川が合流する。
　そこから下流域が始まり，四万十川は流向を南南東の方向に流路を変え，愛媛県め宇和山地より
発する目黒・I黒尊の両支流を合流する。また,下流域の中村市の平野において，鳥打場(標高509m)
西斜面から南流する後川が合流する。さらに，宿毛市より発して中筋低地帯を蛇行し，東流してく
る中筋川が合流して,上中村市で水量豊かな清流を河口の土佐湾・太平洋へと注いでいる。
　上流域の地形については，北部を剣山山地の西方連続となる東西方向の鳥形山(標高1,459m)・
不入山(標高1,336m)の両山地が走り，南側に=は鈴ケ森山地(標高1,054 m)が南北方向に走ってい
る。=また，梼原川と広見川との間には雨包山(標高1,111m)や高研山(標高1,055 m)ﾚを主とする県
境山地が広がっており，これらは1,000mをこえる険しい山地形をなしているノまたその南部には，
中土佐町久礼の火打山から窪川町御在所の峰・仏が森・石見寺山に至る山地がみられ，太平洋側と
の分水嶺をなしている。　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･　　　　　　　　　　　･■
　中流域から下流域にかけでは，鷹の巣山(標高654 m)や堂ケ森(標高857 m)を主峰として堂ケ森
山塊が連続し，北西部では宇和山塊と呼ばれる権現山(標高り524 m)・鬼ケ森山(標高1,151m)・大
黒山(標高1,106 m)・ホケガ森(標高751m)・鍋ケ森(標高635m)・高森山を連ねる山列が北西から
南東に走り，下流域の中村市に達している。　　　　　　　　　　　：。　　　。
　これら山地・丘陵より低い所で，前述の四万十川の本流および各支流の流域沿いに，各高度の段
丘地形がみられる。また，これらより一段低い所に狭い沖積平野があjる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'地　質　概　要　　　　　　・●
本地域の四万十川沿いおよび伊与木川沿いにおける地質概要について述べる(Fig. 2)。
　基盤の地質は主として四万十帯の白亜系の四万十川累層群からなる。これらを構成している岩石
類は砂岩・泥岩とこれらの互層が圧倒的に多い。その他には,＼ごくわずかの赤色頁岩・チャートな
どを含む。　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
　これらを不整合に第四紀更新層が覆っている。第四紀更新層のうち前期更新世の先段丘構成層は，
本地域ではこれまでのところ，確認することができなかった。
　段丘構成層は主として，中期および後期更新世の砂層・疎層・泥層からなる。しかし，これらの
地層群は一般に薄く，堆積物のない浸食面のみの場合が多い。また，宍これらは下位から順に，高位
段丘・中位段丘・低位段丘の諸堆積物に区分される。これらの榛は特徴的にそれぞれ，クサリ疎・
半クサリ疎・新鮮な疎からなる。そして，前者には赤色土がのり，中者には黄褐色土がのり，後者
にはクロボクがのっている。
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Fig. 3. Geologic cross section at Loc. 18, Hirose, Kubokawa Town of the Shimanto
　River. Location and index should be referred to Fig.１and Fig. 2A.
　これらのうち，主として中位段丘堆積物が窪川町付近を中心として，本調査地域に存在している。
　完新世（沖積世）では，高知県全体において指摘されている（満塩ら, 1988; Mitusio, 1989)が，
猫の額ほどの狭い沖積平野をなしている。この一部に火山灰層が含まれるが,＼これは四国Tむは音地
と呼ばれ，全国的には赤ホヤと呼ばれている。　　　　上　　　　　　　　　　　　　‥
　　　　　　　　　　　　　　　　　地質＼各論
　本調査地域では，前期更新世のプレ段丘構成層は存在が明らかにされなかったが，冲期更新世の
高位段丘堆積物・中位段丘堆積物および後期更新世の低位段丘堆積物，さらに，完新世の沖積層の
存在が明らかにされた(Fig. 2A・2B, Fig. 3)。　　　　　　犬
　以下には各段丘構成層にづいて記載する。　　　　　　　　　＝
Ａ）中期更新統
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Fig.4A. Geologic columnar sections from Loc. 1 to Loc. 16, upper stream area, and
　　the half of the middle stream area of the Shimanto River. Index should be
　referred to Fig. 4C.
各個柱状図高度
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Fig.4B. Geologic columnar sections from Loc. 17 to Loc. 32, middle stream area
　　of the Shimanto River. Index should be referred to the next Fig. 4C. Loc. 20 and
　　21 are from the Iyoki River.
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Ｌ ；低位段丘疎層､:（
　　Fig.4C.∧Geologic columnar sectioねs from Loc. 33 to Loc.ﾚ邸↓]……dQWり, str肺皿area of
　　　犬th6ﾚShimanto Riverレｇレgravel s, sand m, mudヶﾚDuplicated H・M'L sh〇ws each
　　　グgravel bed is fou姐犬at the same localityレ=＼Jﾉ<……=……………＼……………＼＼jy……:ﾉﾍﾉ……:……………j………=………:=::
l,600-900mの部分に特に多いししたがって√当時の森林φ垂直分布φ区分が現在と同七であ/うた
と仮定七,∧Ｐｉｃｅａ優勢の森林帯が海岸近くめ台地まで降下七で＼い/たｹと考えﾌるとﾚ,……=現在の∧Ｐｉｃｅａ好生
地の高度の1,6007900mと現地(7)高度200 mの差宍:1,400千句(柚誰範囲内yにﾚ当時頃森林の降下量が
　ti.I^ ■> tｴ_ｴ-　　1/-ｴｰ　　J/http://www./r7啼/　-ヽﾆ‘ﾆ，万.万i._I.../･ﾆ....ﾆ,ﾆ,ﾆ/-ﾆｰ-ﾆ　¨尚尚･ﾆ　　¨末大･六白･ﾆ　　ﾆ･ﾆＪ求められる。またレ分析結果では,/常緑広葉樹が検出ﾉさjれな:が=や
帯相当とみ芯ぽうが適当かもしれない。 以上の結果jを総合し乙ﾄ
たと，野田(1962)しは考えている。
したが４てにごり花粉包含層は寒冷期における堆積物であ
藻層（層厚約2.5m)はほとんど大部分が角藻よりなぴ,ﾉ
体が埋没し,=こぞの後√崖錐などの供給により角傑を主ﾚとす
て，地殻変動:などにより湖沼状の地形を生じ，停滞した水
　　　－－－･　-¨‥’・　－　　・　この層と同じ層が今回φ調査で確認されたが,≒これ
層の分布形態:もか=なﾉり大きな盆地状を形成している｡よ=
付近一帯は高位･＼中位段丘形成のころには湖に近
　窪川層と次に述ぺる低位段丘φ弘瀬層とﾉの関係
であって,:高位面:・中位面との比高差より大きい6
　B)後期更新統‥‥‥‥‥十こ　十　　　＼
１．弘瀬層ﾚ(低位段丘篠層に新称)＜河成＞　　士
　模式地丿窪川町弘瀬付近……=j……
な:Abies-Ｔｓｕｇａ
盈低下がみ:られ
ﾑち＞この層り上下り傑層は上部
ﾉうﾚな水中下に花粉jや植物遺
七たﾉもφ々あろう,よ七たがっ
:………も｡:のjと考えﾉられるj。‥
ど考えられる言∧ま＼だ√窪川
らを関連ざ廿Tると,＼｡こめ
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　分布および高度；四万十川沿いにわずかに分布；高度約210-40m。
　層　　厚；約４ｍ十
　複式地における木層の層相は約３ｍの磯層であり，層厚はどの露頭でもかなり薄い。磯の風化程
度はほとんど進んでおらず，新鮮な磯層である。マトリックスと磯との比は約１：１の等量で，露
頭の全体の色相は灰檻色(7.5 YR 6/4)である。含有されている最大磯のサイズは約８ｃｍで，最小
琳は約1cm程度であり，卓越磯は約2cmである。傑の種類はその9割が砂岩である。また,y傑の円
磨度および球形度はそれぞれ, 0.6と0.5である。本層の最上部には，特徴的に黒ボク(黒褐色5YR
2/2)がのっている。　　　　ニ
　本層は江川崎から四万十川河口までの下流域の範囲にわずかに分布している。また，四万十川本
流においてはまばらではあるが，この存在が確認された。しかし，十和村付近から江川崎付近まで
の範囲の，四万十川の中流域には木層は分布しないし，高位段丘磯層・中位段丘藻層も同様に存在
しない。また，窪川町の与津地川や若井川の河岸付近でも木層の存在が確認されず√さらに，伊与
木川沿いでも本層の露頭は確認されなかった。
　本層は新田層・窪川層とは不整合であり，この低位面と沖積面との比高差は約５ｍである。
　Ｃ)万完新統
１．沖積層
　代表分布地；窪川町新田付近
　分布および高度；沖積面として四万十川沿いに分布；高度約40－5m
層　　厚:;約２ｍ十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二
本層め層相は複式地では，約2mの傑層の上に，約30cmの粘土層がのっている。下部の藻層につ
いては，藻のサイズは約5 ―1cmであり，約2cmの篠が卓越する。マトリックスは黒褐色の土であ
り，マトリックスと藻との比率は約７：３である。　また，上部の粘土層は音地火山灰を含んでい
る。粘土層中の音地火山灰の色相は赤檀(10R 5/6)であるレ
なお，窪川トンネル北方には√直径約２,３皿の成層した軽石を含む音地火山灰があり，これは
音地Ｉである(満塩ら, 1988)。また，窪川町窪川西方およびJR仁井田駅南西方の狭い平野付近に
も見られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
　　万　　　　　　　　　　　　　　対　　　　/比
つぎに本地域の第四系を，高知県下の各地域と対比する(Tab. 1)。
　まず，低位段丘藻層の弘瀬層は，足摺地域では室津層相当層に対比され，高知中央部地域では低
位段丘藻層Iに対比され，室戸半島方面では室津層に対比される。　　　　　　　　　犬
　中位段丘藻層の窪川層は，足摺地域では海成中位段丘の平野層(満塩・古川, 1988)・足摺層(三
本・満塩，!981)に対比きれ，中筋地区では中筋層や戸内層に対比される。また，高知県中央部地
域では能茶山層や植田層に対比されるＪ室戸半島方面では叶木層(満塩ら, 1988)・羽根層(満塩・
安田,i1989)・元層(満塩ら, 1990)・生見層(満塩ら, 1988)に対比される。　　　　ト
　高位段丘藻層の新田層は，足摺地区では弘見層(満塩・古川, 1988)に対比される。高知地区で
は城山層や琴平層に対比される(満塩ら, 1977)。･｡｡・｡･　　　　　　　　　･｡　　　　　　・｡
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Tab. 1　Correlation tableﾚof the Upper Pliocene
and Q面ternary:Formations in Kochi
　　ニ　　Prefecture.　　　　　・・.　･.･　＞　　　　……………………………………〉……ﾌ………1…………ﾚ=j……………ｻﾞﾚ……………j‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
第
四
紀
第
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一
一
紀
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一
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一
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~
＼ｿ……=j沖積層ニﾚ
??????
新
世
鮮
新
世
弘瀬層 室津層十
相当層十
:ｹｽ==室津層
中
期
窪川層
新田層串*
?????
弘見層り
戸内層……万
車筋層４
-
]jｹ叶i羽＊元i4生＊
木二根………見
層＼層＼層入層
前
期
後
期
↑
?? ?。????
ニ　↑
越層本
ﾉﾉ最高位段丘犬
ト群傑層群ｎ
県層群＼Ｌ
十↑……ゲニ
安芸層＋
和食層＼
城本層ﾚ＊
漆ﾚ…………
　　……
I＊海成層を含む　………**クザリ傑を含む＼斗‥=扇状地俸を含む]………=………∧ﾉｹﾞ:く万
　‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥∧j各段丘榛層の堆積学的検討＼∧…………ﾚj=y=回
I
ﾚ:ｿT……]:=::…………]………y
次に，各段丘砂傑層を構成する堆積物jにういての検討を行なうしよ∧…………万ﾉ
I
∧＝………
フィー－ルドにおいて,▽全露頭の含有傑のj円磨度１
中位段丘疎層yy低位段丘榛層め３つめ露頭が同一地域4jごそ=考:らj
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜㎜■　■■㎜■■■
瀬のLoc. 18である。＼こ=れは各段丘め形成時の堆積環境を知る上
れる。それ故にごれ:らめ露頭め段丘堆積物にういての検討も行らﾚ
した。庫＼仙………高位段丘藻層・
すﾌﾟる場所=叫:ﾄ窪川町西部の弘
･=であると考えら
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Tab. 2　Shape analysis of gravels of Ｈ，Ｍ and L terraces.
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露頭番号
高位段丘呻層　Ｈ 中位段丘俸層　Ｍ 低位段丘呻層　Ｌ
円磨度 球形度 円磨度 球形度 円磨度 球形度
１ ０．７ ０．８
２ ０．７ ０．８
３ ０．８ ０．７
４ ０．６ ０．７
５ ０．７ ０．７
６ ０．６ ０．４
７ ０．７ ０．７
８ ０．８ ０，７ ０．８ ０．７
９ ０．７ ０．８ ０．７ ０．６
１０ ０．７ ０．７
１１ ０．８ ０．７
１２ ０．８ ０．６
１３ ０．８ ０．７
１４ ０．７ ０．７
１５ ０．５ ０．４
１６ ０．７ ０．６ ０．７ ０．７
１７ ０．６ ０．５
１８ ０．７ ０．７ ０．７ ０．６ ０．７ ０．５
１９ ０．６ ０．７
２０ ０．７ ０．５
２１ ０．６ ０．６
２２ ０．７ ０．５
２３ ０．７ ０．６
２４ ０．７ ０．５ ０．６ ０．４
２５ ０．６ ０．５ ０．６ ０．５
２６ ０．６ ０．５
２７ ０．７ ０．５ ０．７ ０．４
２８ ０．６ ０．６
２９ ０．６ ０．４
３０ ０．７ ０．６
３１ ０．５ ０．４ ０．６ ０．５
３２ ０．６ ０．４
３３ ０．６ ０．４ ０．７ ０．６
３４ ０．８ ０．６
３５ ０．７ ０．７
　Ａ)円磨度・球形度
喋の性質を知るために，露出のよい35の露頭において，含有傑をできるだけ均等に大きい方から
約150-300個を採集した。これらの榛の円磨度・球形度を計測・算出した。それから，それらの平
均値を算出して代表値とした(Tab. 3)。　　　　　　　　　犬
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Tab. 3……Results of granulometric analysis
Ｕ::高位段丘藻層ﾉ(新田層=)
gravelsｿﾞ征ご眺]町姐dL terねユi.ﾌ
Ｍ：中位段丘藻層(窪川層)=……に……L :万万Jy低位段丘藻層ｹﾞ(弘瀬層)
　　　　　　　　■　　■　　■　■■■■　■■...･.●･aa● .心ふ･･j･･･■･－J-･ふ　･-
円蝉忖叶（=畔面面眸98⊥o戸球皿………ﾉ中ﾉ…………万……三ﾚ:H……?゛:?ﾔﾃmm (ifBBi?）
位段丘藻層は0.8－0.6贈ある。万ました√低位段丘藻層ﾚぱ皿8十
〇｡5であ=り√全般的比円磨度め低い疎か多い。　し　…………丁<:
球形度についてほ，高位段丘陣層は0.8－o.万4であﾉ名が√禎=:………ﾄ万:=ダj………,9
位段丘藻層は0.8-0.4である6=:ま=た，低位段丘藻層は:o｡7千＼
0.4であり√全般的/に球磨度め低い藻が多い。　十　犬＼=　……＼……=
B°)大粒度分析
前述牡3うTの露頭にういての粒度分析を行い，イツプ=ン法……=/∧万………j………………::J………万
により堆積パラメ÷ダ：¬にすなわち,＼中央粒径値M4ﾚφ＼･宍分ﾉ………(wtSfi)…………………:Ｍ万中位=段丘辣層=(窪川層)
級度めβを算出土した。 Fig. 5 (こはそれらのヒストグプみを示=]し:;………
し, Tab. 3にばそれらの他に，含泥率や藻の円磨度し･ﾚ球形＼＼……:
度を示しでいる６　　　ダ＼　　＼＝　　＼　　…………I………………ﾚ
　高位段丘藻層と中位段丘藻層はかなり類似している:が,∧低………j………:
位段丘藻層はこれらとは異なり,:粗粒の方にきわめ七偏しにすﾉ……=
いる。犬　　＼ダ　　　　　　＼　上　　：　し　　　　　十六=＼く…………∧…………2g
　Mdφは高位・中位・低位段丘陣層の順に大きくな柘＼細::＼…………=……
0
粒とな名･．･&ｊは逆に，こ=のiii(こ大ぎぐなり，分級か雁ぐなく▽ﾚ……ヶ?ﾚ=ごヤワ1=j……7………1･1/2･j･711′'81/16 1で32 (.≪)
る・　　　………　　万　……j‥　‥　‥　‥　‥‥‥‥
‥
‥‥‥‥‥‥‥‥＼］ﾚﾉ＼………
1
万J
I
jlも゜j低も
　人.M一一3r*-J≫l-t;!=-f_Lrrrt。~7包みj,e==i
,
j
, _一入/=.－i.-･･13　1111rr●一二.4ﾉj
ltこ･･．．　　･･≒･ｌ･・．．･･．　････　　：含泥率は高位段丘呻層が0.72%であるjが，中位段丘練層で………:ﾕj=
は0.76％とやや高ぐなり√低位段丘疎層では0.32%と低しくﾉ………j
I･..I=･:･y
なる。
しＣ）･榛の形状　　　　　　＼　　　　　　　…………=.ニ･=………….ｻ万=/………=万一IJ･’･?
　榛の形状を表すために√＼前述の３露頭より約100個夥騰を＼万………ﾕﾉ2，
採集して，長辺･冲辺９短辺の３辺を各個計測したレぞしてに∧………j……万.. ･.
　　　　　･･　．･ ｌ ■■　　■　■■　■　■　■■■■　■　■■　■　　■■■■■■■■■■■■　／･･　．:.･ ･.･.≪･01 1 i 1 1 1 1=) I I . ,
各辺の比率を算出して,。Blade状・Di政状･ Rollerく状）ﾉﾉ………1:……＼（ダト丿丿丿/才.1万万1Iﾀﾞ'2 1/4 1･ﾀﾞ'81/161ﾀﾞ32 (n.)
Sph叫叫坏:?4＼ﾆ）に鯛眸だロ（ﾔﾄﾞれう?ｹﾞ個琴平怖＼ん………万6に
･
I
j万Gr:anuloふetr･ic
CO:示p。･sition
７貴現したj。ま/か/,＼円磨屎嘩形度わ計測･算出≒だﾉ叩畔砂√
:ｹﾞ=ﾉﾚﾉ=:＼ﾉ………==φ:fgraﾒﾝ万411・f
t
　高位段丘のもの:にはS油:eroid状がもっとﾚも多くト,ﾀﾞ57%をﾚ＼………………＼ﾚﾉｹﾉt如廠廊.＼＼∧……………j　＝
越える．ついで√Roller状が多く√さ,らにDI海状七ﾉなｹﾞり于,yコ･=･…………J△＼＼……………j………:……:……:y･.∇………ノ∧………
最少はＢ!亀de状の傑である=．冲位段丘藻層でもSpheroid状鮮も濯とﾉも多ﾉく√う］い参入Blade状から
とも多く
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Tab. 4　Shape analysis of gravels
　十〇f H，Ｍ and Ｌ terraces.
Ｈ Ｍ Ｌ
Roller 22％ 13％ 18％
Spheroid 57％ 49％ 9％
Blade 7％ 29％ 11％
Disk 14％ 9％ 62％
百分率（％）
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Tab. 5　Composition of gravels of Ｈ，Ｍ and Ｌ
　　　　terraces.
　　　　　　　　＜榛種組成＞
砂岩 泥岩 石英粒 疎　岩 チャート
Ｈ 83％ 8％ 2％ 4％ 3％
Ｍ 80％ 9％ 4％ 2％ 5％
Ｌ 72％ 3％ 7％ 5％ 13％
百分率（％）
ｊ以上をみれば，低位段丘の疎と高位段丘・中位段丘のものとは異なっていて，前者があまり遠方
から運ばれていないことを示している。
　Ｄ)機種組成
　藻種組成について考察するため,最も良好な露頭から代表的な箇所を選び,２ｍｘ２ｍの正方形を
ひいて，その中より大きいほうから200個の藻を採集して，その藻種を個数百分率で表した(Tab. 5)。
　高位段丘・中位段丘傑層の両者ともに，砂岩瀬が圧倒的4こ多く，他には泥岩・藻岩・チャート・
石英などがみられる。いっぽう，低位段丘藻層には砂岩は多いけれども，前2者ほどではない。そ
の代わりに，チャート疎が多くなるのが特徴である。
レＥ）砂粒組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･
１前述の３つの露頭のマトリックスの組成を知るために，砂粒組成分析を行った。 60メッシュから
250メッシュのふるい間の砂め粒径を選別し，双眼顕微鏡で約300個の粒子の鉱物同定を行った。こ
れらはQuartz ・Feldspar ・Rock fragments に分けて，その比率を算出した。
　この結果はFig. 6のように,低位段丘藻層には長石類が一番多く，中位段丘藻層から高位段丘藻
層の順に，おおむね少なくなる。これは,長石が時間の経過とともに,風化しやすいことと一致する。
　以上の堆積学的検討の諸結果を総合的に考察
すると，高位段丘藻層・中位段丘藻層の両者か
らはほぼ類似した結果がみられ，低位段丘藻層
のみが少し異なる結果が得られる。これらから
考察できることは，明らかに高位段丘形成時と
中位段丘形成時の２時代は似たような堆積環境
であり，低位段丘形成時は前の２時代とは異っ
た堆積環境であった/と考えられる。
　また，円磨度・球形度は高位段丘藻層・中位
段丘藻層では下流に行くほど下がっていくよ反
対に，低位段丘藻層はデータが不十分ではある
が，下流に行くほど上がっているのが特徴で
ある。
１　これらの諸結果を総合的にまとめると，高位
段丘形成時，および，中位段丘形成時には，当
時の四万十川の流れの逆行が推定される。
Ｆ
Ｑ
Ｒ
Fig.6　Matrix composition of sandy part of
　　H, M and Ｌ terraces.χ Lower terraむe
　　gravel bed ▲Middle terrace gravel bed
　　●Higheｒ terrace gravel bed
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十和村から涸｢I崎の範囲においては,河ilとしては新しい形態であ/る渓谷の形をなして卜るの」である．
　これらによ/り‥，過去体)四万十川には大きな変化･/変遷都あ]つﾉだｹも句=者考えるﾚの/が妥当亡あ=ろう．
　また,ニプイこノレドでめ観察によっても，支流の若井川ﾄ(羽立川)の河川形態に/は,==……ここItは
断面は図示七ていないがレ異常な形状がみられる．＼若井川亡は上流の河川形態が準平原状であり‥，
下流がＶ字谷をなしでいるノま/だ，上流付近の地形を航空写真で観察すると√扇状地型の地形であ
る．いっぽう√羽立川では上流め河川形態はＵ字谷で↓………下流がＶ字谷yと‥なﾄう＼で卜る言丁こ/のよニうに，
/これらのﾉ2つの支流でも√過去における変化が考えらlれくる6＼ﾚ万………万………………=∧1ニニ　:＼………j……………＼‥‥　‥‥六万
　　　　　ト　　　　　　　　十河川縦断面と山間小盆地の地形才=……………=ﾉﾚに∧く…………∧ぐ,/万…………j　　　犬
　ここでは,し四万十川沿いにおける河川縦断面と山間小盆地の地形にづいで記述す‥る/．ま:だ√伊与
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木川の河川縦断面も参考として作成した(Fig. 7)。　■　　　■　　　　　■
　山間小盆地の地形は特に愛媛県などに多くみられるが，これはある盆地における，主として堆積
平坦面を表し，場合にようては浸食面を表していることになる。すなわち，堆積物のトップの面か，
あるいは，浸食面を表していることになる。四万十川φ河口から距離と，小盆地(段丘)の地名お
よび高度を地形図から読みとり，各高度ごとに検討したもめである。
　河川縦断面線の図からは，窪川町付近と江川崎付近の２ヵ所で，河川断面の傾斜変換点がみられ
る。また日本の一般的な河川は，上流に行くほど縦断面線の傾斜が大きくなるのが普通であるが，
四万十川では異なっている○。　　　　　　　　　　　　■　　・　　■　　　　■　■　　　　　　■　　　　　　■
　また仮に，伊与木皿と四万十川の窪川町付近を，河川縦断面線でづないだとしても，スムースに
つながり，何の矛盾もないことがわかる。　　　　　　　＼
山間小盆地の地形からはに江川崎付近を境にして，急激な傾斜変換点が存在することがわかる。
??〜
Fig. 8　Distribution of the Jomonian Cultural Remains around the Shimanto River System,
　　　　after Kimura (1987). O Number is that of 伍e remains. 犬
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　　　　‥‥‥　‥　　‥‥‥‥‥‥　河川め水量め許容量∧十よﾉJ:こ犬＼]……＼ﾉ……=ｹｹﾞ………=ﾉ……I＼……I∧:………＜……
ある河川において，そこで水が流れ得る量√すなわち↓……/こに万=戈
定義するﾀﾞ．‥そして,つこれを各河川の断面図φ相互比較くして,ﾉ:ﾚ四万十川ｊ/伊与木川なごどφ丁許容量｣と 。-そして，
を検討しよjう。
　議論を行う前に,/高位・車位段丘形成時における]|白海岸線
おけるこれらの段丘形成時め古地理図はい満塩(1988) (Cよﾉﾆ
　これを参考にすれば,＞古四万十川が与津地川を排出丿口と∧しでいたﾉごｿろ
70万年前)で=ありに旧海岸線は興津付近では約2k㎞も:海側拉存在ｻしすいﾚﾀ
　つぎに√古四万十川が伊与木川を排出口と七ていた頃にｹﾞは√………I中位段丘
土佐湾海進時(高知第四紀研究グル十プ√1972)であ宍るノそφ＼と灘=朔白海
現在と同む：セjあったと考えられる。
これらの結果を考慮しｔ，河口からの距離を等jしくするﾚためjに4
の距離がヶ5k・，与津地川は旧海岸線を考慮して河口を希
地点の河川横断面をそれぞれ描いた。そ‥して，それら
結果としTごは次のよう比求められた。犬　　　　ノ
　　　①コ伊与木川= 81,000?十　　　　十　犬
　＼②∧四万十川= 136,800?　　＼ト　………＝
　　ヶ③＞与津地川＝……51,300?………………………=…………1………I：
そうすれば√①十③= 132,300?であﾀﾞり，②万にかなりｹ近似この数
　ゆえにに河川争奪の結果によって河道が変化した］と仮定い
すなわち√伊与木川と与津地川にはレ四万十川の水量を受くけﾉ
こ.とが判明す･岑めであるよ犬　　し　ト　ニ　　　〉……………＼ト:し
でヶと､にする。ﾉ高知県に
lてい/る。＼‥‥‥:万
:,/1=高位段丘形成時(約
考えﾉられ｡る。い＼∧
時の,ｿﾞj万丿約13万年前の古
は,＼この地域ではほぼ
万十川ﾉと伊与木川ごは河口から
て√現在り海岸線よりjkmの
｢許容量上がある
　　　　＼　ニ∧　　　　∧　＼　ニ考:…………＞察＼ﾚ＼……ノ=j〉=ﾉﾔし,ﾄﾉ……J……………t
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したように√３づの流域に分けで述べる6犬/　……j…………:…………＼………=………＼ニ……=………＼……=く……＼∧j…………1………
1)下流域･;＼江川崎から万四万十川河口まで＼　
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こめ流域では,ト河成段丘は低位面のみがありに堆積物は㈱層が……2……力所に分布ﾉして=い/る。ノしかし，
高位面・中位面:は地形而も堆積物も確認できなからだノ…………=∇ﾚ………ﾚj…………………∧万…………………=し=ﾚ………………万………∧
　こめ流域でめ河川形態は，Ｕ字谷・Ｖ字谷のような比較的新ﾉしい形態のｹものである。ト…
…
　したがって，トこの流域に/おける河川は,/かなり:新しい時代比流れ始めた｡とﾚい〕うﾚことが考えられる。
２)中流域；梼原川合流点＼(田野々)付近かjら江川崎付近まﾉで＼コ＼＼△………:………j………＼………　:…………
　　　.k●●k　－　･-･･･　・　　　　　　－
この流域の河成段丘叫∧梼原川合流点(田野々O
物もともに，高位段丘・中位段丘１低位段丘の3Tうが散在ﾌﾟし1で1い
崎までの範囲では･，これら３つの=段丘とﾚもに1地形面も
　河川形態についてﾚは,ﾀﾞ梼原川合流点付近から十和村
首の範囲懲は,＼地形面も堆積
ﾉしか宍しﾚ,………十和村付近か＼ら江川
きなかﾚつjたご
　河川形態についてﾌﾟ ，梼原川合流点付近から十和村付近まこ贈ｻφ範囲ｻ己ぱＵ字谷心=:な:り,………十和村付
近から江川崎の範囲では渓谷をなしているノ‥こごで注且すべき点は↓…………渓谷をなす範囲と段丘のない
範囲とはほぼ一致し七いるﾉことであるよこれはごﾉの付近｡の･河川がかなり〕新しいこﾆとﾚを示している。ト
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　いっぽう，この流域の範囲においては，上流より下流の方が新しいという矛盾が生じる。そこで，
十和村付近から江川崎までの範囲では，かなり新しい時代に連絡したものであり，梼原川合流点付
近から十和村付近までの川は，その排出口を考慮すると，流れが逆行していた可能性がある。
３)上流域；梼原川合流点(田野々)付近から以東の四万十川‥‥‥‥‥
　この上流域における河成段丘藻層は，高位段丘層・中位段丘層・低位段丘層の３つが散在してい
る。分布の特徴としては，与津地川沿い/には低位段丘層がなく，中位段丘藻層・高位段丘藻層が分
布しており，中位段丘伸層もかなりクサリ藻になっている。中位段丘藻層の形成時から低位段丘層
形成時にかけて，与津地川において何らかの変動があったものと考えられる。
　いっぽう，河川形態は上流より準平原→Ｕ字谷ヤＶ字谷という一般的な河川とは異なった形態を
している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
　前述したように，窪川町榊山町の露頭では，湖沼性の堆積層が確認された。このことにより，窪
川町付近が湖であったか，あるいは，湖に類似した状態の時代があったと考えられる。このごと以
外の別の証拠として，現在の窪川町付近の地形が盆地状の地形をしていることがあげられる。
　これらと河川形態との関連により,しこの流域では現在の河川の流れと逆方向に流れていた可能性
がある。特に河川形態分布図の準平原で表されている範囲に多くみられるが，旧河道，すなわち，
過去におい七河川が流れていた痕跡が数多く発見され，逆流の残存の可能性がある。　　　　　＼
　もしそうである＼ならば，逆流した後の河川水の排出口の問題がおきる。前述のように，与津地川・
伊与木川の両河川が逆流していた当時め古四万十川の流路と考えられる。特に，伊与木川が若井川・
羽立川を経由したと仮定した場合の流路である。　　　　　　‥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形　　成　し史
　ここでは，四万十川の形成史について述べる。この考え方の基礎としては，段丘がないというこ
とは，その時代にその地域には，川があっても堆積物が堆積しなかったか，あるいは，堆積しても
川によって削られてしまったかを表している。または，そこを川が流れていなかった，つまり，別
の流域を川が流れていたことを表すということである。これに関しては，満塩(1990)が土佐湾付
近の古地理の変化を述べているが，四万十川付近についてはふれていない。
　以上を総合的に検討して，各時代ごとの河道の変遷史をみよう。
　（1）高位段丘形成時（約70－40万年前）　　　　　　　。･。・。・。　･･　　　　．Ｉ
　この時期には，興津ドームの隆起の影響をまだ受けておらず，当時の古四万十川は十和村付近か
ら東方の窪川町に向かって東流していた。その流路は現在の与津地川を経由七て興津へ出るものと，
若井川を経由して伊与木川に出るものとがあった。また，現在の十和村付近から江JII崎を経由して，
現在の四万十川河口までには河川は存在していなかったか，あるいは，存在していても小規模のも
のであった。　　　　　十　　　　　　　　十　　尚
　（2）中位段丘形成時（約40－10万年前）　　　　　　：
　この時期になると，興津ドームの隆起の影響を受けはじめ，当時の古四万十川の西方への逆流が
始まる。興津への出口を失いはじめた河川水は，窪川町付近における湖沼の時代を経て，若井川に
加えて羽立川を排出口にした。現在の十和村付近から四万十川河口までの河川は, (1)の時代と同様
に小規模であり，本格的なものではなかった。
　（3）低位段丘形成時（約10－ 1万年前）
　との時期では，さらに興津ドームの隆起の影響を受け，伊与木川にも河川水は流れなくなった。
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